
 

 

 労働審判手続の結果に利害関係を有する者は，労働審判委員会の許可を受けて，

労働審判手続に参加することができ，また，労働審判委員会は，相当であると認め

るときは，労働審判の結果について利害関係を有する者を労働審判手続に参加させ

ることができます（労働審判法２９条２項）。利害関係人が労働審判手続へ参加を

申立てて，労働審判委員会の許可を受けて労働審判手続に参加する場合を「任意参

加」，労働審判委員会が利害関係人を労働審判に参加させる場合を「強制参加」とい

います。 

 任意参加及び強制参加は，いずれも労働審判員会の裁量で行われるものであり，

当事者や参加申立人は，これらの処分に対し不服を申し立てることはできないと考

えます。 

 労働審判手続では，利害関係人の陳述等も全て労働審判の資料となるため，利害

関係人の参加の有無は，当事者に対し重大な影響を与えるものになります。 

 なお，任意参加の申立ては，書面，口頭のどちらでも良く，また，手数料の納付

が必要です。 
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Ｑ727．労働審判手続に利害関係人は参加できますか？ 


